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当社は，「敦賀発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）の補
正について（指導）」（令和５年４月１８日付け原規規発第2304185号）（以下「指導文書」という。）に基づ
き，平成２７年１１月５日付け総室発第７８号をもって申請（令和４年１月１２日付け総室発第７８号で一
部補正）した敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）の添付
書類のうち，敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性（以下「Ｋ断層の活動性」という。）
及び原子炉建屋直下を通過する破砕帯との連続性（以下「Ｋ断層の連続性」という。）に関係する部分
について，令和５年８月３１日に補正（以下「今回補正」という。）を行った。

１．今回補正の範囲に関する基本的な考え方について
指導文書に基づき，基本的な考え方を整理して範囲を定めて今回補正を行った。（6頁）

２．今回補正における品質の確保について
今回補正に至るこれまでの審査資料の誤りに対し，以下の業務プロセス改善によって，資料の品質を確保すると

ともに，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性に係る全データのトレーサビリティを確保した。
(1)第1099回審査会合（令和4年12月9日）までに改善した品質保証システムに基づく業務プロセスの実施

（柱状図記事欄書き換え不適合対応）（7頁）
(2)第1126回審査会合（令和5年3月17日）にて当社より報告した不適合への対応（是正処置の立案，実施）

（審査資料における薄片試料作製位置の一部誤り等不適合対応）（7頁）

３．最新の審査状況の反映等によるデータ拡充について
今回補正においては，これまでの審査で提示したデータから断層岩区分の評価に係るデータを拡充した。また，

先行する他プラントの審査実績等を踏まえ，最新活動面の認定方法を見直すとともに，鉱物脈法，光ルミネッセン
ス年代測定等の採用によりデータを拡充した。これらにより，従前の評価結果をより確かなものとした。（8頁）

４．～５．Ｋ断層の連続性及び活動性に係る評価結果の概要について
Ｋ断層の連続性及びＫ断層の活動性に関する評価結果の概要を示す。（9,10頁）

発電用原子炉設置変更許可申請の補正について
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指導文書に基づき，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性に関係する部分について補正するに当た
り，今回補正の範囲の基本的な考え方は以下の通りとした。なお，以下に示す範囲以外については，
審査の進捗に応じて今後の補正の対象としていく。

(1) 指導文書に基づく補正として，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性の評価に関し記載を追加し
た。具体的には，「7.4.4.2.3(2)c.D-1破砕帯」の直後に「7.4.4.2.3(2)d.Ｋ断層」を追加した。（別紙１：16
～24頁）

(2) (1)以外であっても，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性の評価結果に影響を与える部分につい
ては補正を行った。具体的には，以下の補正を行った。
• 「7.4.4.2.1敷地の地形」のうち，敷地の地形に係る最新知見等の反映。 （例：浦底断層に対応する

リニアメント以外の変動地形の有無の確認）（別紙１：3頁）
• 「7.4.4.2.2敷地の地質」のうち，敷地に分布する江若花崗岩，ドレライト，第四系における調査結果

等の反映。（例：熱水変質の特徴，ドレライト中の粘土鉱物のＫ-Ａｒ年代測定） （別紙１：3～6頁）
• 「7.4.4.2.3(2)破砕帯等」のうち，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性評価に関連する記載の反映。

（例：破砕部の断層岩区分の評価フロー，敷地の破砕帯の連続性評価基準等の追記，D-1トレン
チ内の地層に係る調査結果等の反映，総合評価へのＫ断層の評価結果の反映）（別紙１：9,10,13
～16,32頁）

• 「7.4.4.2.1敷地の地形」， 「7.4.4.2.2敷地の地質」， 「7.4.4.2.3(2)破砕帯等」について，これまでのＫ
断層の活動性及び連続性に係る審査コメントに基づく検討結果の反映。

(3) 上記(1)及び(2)に関わる文献の追加（別紙１：41,42頁）等に伴う文献番号や図表の追加等に伴う
図表番号の変更について補正を行った。また，以上にあわせて表現見直し等の記載の適正化を
行っている。

１．今回補正の範囲に関する基本的な考え方について
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(1) 柱状図記事欄書き換え不適合対応
第833回審査会合（令和2年2月7日）において指摘を受けた柱状図記事欄書き換えの不適

合に対しては，その後の原子力規制検査における確認と並行して品質保証システムを改善
し，令和4年8月までに新たな業務プロセスを構築し，Ｋ断層の連続性に係る審査会合資料
のデータについて，トレーサビリティを確保した。

(2) 審査資料における薄片試料作製位置の一部誤り等不適合対応
(1)にてトレーサビリティを確保したことの説明を行った第1099回審査会合資料について，

薄片試料作製位置の一部誤り等の不適合を発見して対策を実施し，原因を分析して是正処
置を立案した。

(1)の新たな業務プロセスに加えて(2)の是正処置を実施し，今回補正に係るデータ全体の
トレーサビリティを確保した。

２．今回補正における品質の確保について

今回補正に至るこれまでの審査資料の誤りに対し，以下の業務プロセス改善によって，資料の品
質を確保するとともに，Ｋ断層の活動性及びＫ断層の連続性に係る全データのトレーサビリティを確
保した。
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今回補正においては，評価結果をより確かなものにするため，これまでの審査の状況や先行プラン
トの審査実績等を踏まえた評価方法の追加，データ拡充を実施した。

３．最新の審査状況の反映等によるデータ拡充について

Ｋ
断
層
の
南
方
延
長
へ
の

連
続
性
評
価

(1)破砕部の断層岩区分の評価の拡充（別紙１：9頁 「7.4.4.2.3(2)a.破砕部の断層岩区分」）

破砕部の断層岩区分の評価について，最新知見や原子力規制検査等を踏まえて，対象となる全破砕部に
対して，肉眼観察による断層岩区分の評価と薄片観察による断層岩区分の評価，これらに基づく総合評価を
実施した。

(2)評価対象ボーリング孔の追加（別紙１：17頁 「7.4.4.2.3(2)ｄ.(a)調査内容」）

Ｋ断層の連続性の検討を更に補強するため，対象とするボーリング10孔に加え，近接した位置で実施した
4孔でも上記と同様の比較検討を行った。Ｋ断層南方から2号炉原子炉建屋直下にかけて，Ｋ断層と同じ性状
の破砕部がないことを確認した。

(3)最新活動面の認定方法（別紙１：23頁 「7.4.4.2.3(2)d.(b)ⅲ）鉱物脈法に基づく検討」）

従来の肉眼観察（必要に応じCT）による最新活動面の認定方法を見直し，先行プラントである関西電力
(株)美浜発電所及び北陸電力(株)志賀原子力発電所の審査においても取り入れられている方法（CTによる
破砕部観察，薄片の顕微鏡観察による確認等，マクロからミクロにかけての情報を収集して認定する方法）を
採用した。

(4)鉱物脈法の適用（別紙１：17頁 「7.4.4.2.3(2)d.（a)調査内容」，別紙1：23,24頁 「7.4.4.2.3(2)d.(b)ⅲ）鉱物脈法に基づく検討」）

Ｋ断層の連続性評価を補強する目的で，鉱物脈法を導入した。Ｋ断層の確認地点の最南部に当たるふげ
ん道路ピットに隣接するH24-D1-1孔で認められた破砕部のうち，敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づく
検討範囲（幾何学的位置関係）にある全ての破砕部について，最新活動面を鉱物脈が横断していることが認
められ，当該の破砕帯の活動時期がＫ断層の活動時期と大きく異なっていることを確認した。

なお，Ｋ断層は鉱物脈形成時期以降の活動が確認されているため，Ｋ断層の活動性評価に鉱物脈法を用
いていない。

Ｋ
断
層
の

活
動
性

(5)光ルミネッセンス（OSL）年代測定法の適用（別紙１：14～16頁 「7.4.4.2.3(2)c.(b)ⅳ）Ｄ－１トレンチの調査」）

Ｋ断層の活動時期を評価する目的で，OSL年代測定法を導入した。 OSL年代測定法により，Ｋ断層の上載
地層の年代を確認し，テフラ分析や花粉分析により特定した堆積年代と整合することを確認した。本手法は，
先行プラントの審査でも実績がある手法である。
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【別紙１：22頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b)ⅱ）Ｋ断層の南方
から２号炉原子炉建屋間の調査」

【別紙１：17～20頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b) ⅰ）ｲ) Ｋ断層の
連続性評価」

Ｋ断層の連続性評価

●D-1トレンチ北西法面からふげん道
路ピットに至る区間において連続して
認められる断層

（根拠：第7.4.4.102図）
【例示：別紙2：6,7頁】

Ｋ断層の性状

●D-1トレンチ内における
Ｋ断層の性状

・主に南北走向
・中～高角度傾斜
・断層ガウジを伴う
・逆断層センス

（根拠：第7.4.4.115図他）
【例示：別紙2：8頁】

鉱物脈法に基づく連続性の検討
（最新活動時期の比較）

・Ｋ断層の確認地点に隣接するボーリ
ング孔(H24-D1-1)における検討範囲
内の全ての破砕部において鉱物脈を
確認。

・上記破砕部は最新の熱水活動時期
以降には活動していない。

（データ：第7.4.4.120～136図）
【例示：別紙2：37～41】

【結論】
 Ｋ断層の南方にＫ断層の性状と類似する破砕部がないことを確認した。
 また，鉱物脈法で確認した最新活動時期から，Ｋ断層の確認地点に隣

接するボーリング孔における検討範囲の破砕部とＫ断層では大きく異
なっていることを確認した。

 以上より，Ｋ断層と原子炉建屋直下を通過する破砕帯とは連続しない。

：今回補正で新たに追加したデータ

露頭やボーリングコアの肉眼観察，
CT画像観察，薄片観察等に基づ
き，巨視的観察から微視的観察に
かけて順に実施。（先行プラントの
実績反映）

（評価フロー：第7.4.4.34図）
【別紙2：30頁，例示：別紙2：31～36頁】

1.敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づく連続性評価

①Ｋ断層の確認地点に隣接するボーリング孔(H24-D1-1)における検討範囲
（Ｋ断層と走向・傾斜共に±20°以内の範囲）の破砕部について，Ｋ断層と
性状が異なるため連続しないことを確認。

（根拠：第7.4.4.117図） 【別紙2：23,24,26頁】

2.上記基準に基づく検討範囲にはない破砕部との連続性評価

①上記ボーリング孔における1.①の検討範囲外の破砕部についても，Ｋ断層
と性状が異なることを確認。 （根拠：第7.4.4.118図） 【別紙2：23,25,27頁】

②上記ボーリング孔以外の13孔の全破砕部について， Ｋ断層と性状が異な
ることを確認。(従前の9孔に4孔を追加) (根拠：第7.4.4.119図)

４．Ｋ断層の連続性評価結果の概要

敷地の破砕帯の連続性評価基準

下記条件に整合するものを連続する破砕帯と評価。

(評価フロー：第7.4.4.32図） 【別紙2：10,11頁】

・走向・傾斜共に±20°以内の範囲に隣り合う破砕部

・破砕部性状(走向・傾斜，断層岩区分，明瞭なせん断構造・変形構造，条線方
向，変位センス)の類似性等

Ｋ断層の分布

(D-1トレンチの調査) (Ｋ断層南方～2号炉原子炉建屋の調査)

柱状図データ：第7.4.4.220～238図
破砕部データ：第7.4.4.248～425図

断層岩区分の評価

Ｋ断層
の性状

【Step 1】

【Step 2】

【Step 3】

Ｋ断層の連続性評価に当たっては，
全破砕部に対して，肉眼観察と薄片
観察の両方を実施し，両者に基づく
総合評価を実施。

（評価フロー及び考え方：第7.4.4.23～27図）
【例示：別紙2：12～20頁】

H
2
4
-
D

1
-
1
に

お
け

る
対

象
範

囲
の

薄
片

試
料

判断
基準

観
察
す
べ
き
最
新
面
の
特
定

最新活動時期の比較による
連続性評価結果の補強

※

※

最新活動面の認定

Ｋ断層と対象破砕部との連続性評価
（破砕部性状の比較）

【別紙１：22,23頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b)ⅱ）Ｋ断層の南方から
２号炉原子炉建屋間の調査」

【別紙１：.23頁】
「7.4.4.2.3(2)d.(b)ⅲ）鉱物脈法
に基づく検討」

【別紙１：.23,24頁】
「 7.4.4.2.3(2)d.(b)ⅲ）鉱物脈法に基づく検討」

【別紙１：24頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b)調査結果」

＊(10頁)

【別紙１：9頁】「7.4.4.2.3(2)a.破砕部の断層岩区分」
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５．Ｋ断層の活動性評価結果の概要

a.テフラ(火山灰)による評価：
D-1トレンチ北西法面⑤層下部から，美浜テフラ（約12.7万年前に降灰），明神沖

テフラ（約12.3万年前に降灰）が確認された。（MIS5eの高海面期に降灰）
（根拠：第7.4.4.80図） 【例示：別紙2：45頁】

b.花粉による評価：
D-1トレンチ北法面⑤層下部は，温暖な気候を示すアカガシ亜属を多く含んでお

り，MIS5eの最高海面期(約12.3万年前)に堆積した地層と判断。
（根拠：第7.4.4.85図） 【別紙2：46頁】

c.光ルミネッセンス（OSL）年代測定法による評価：
・D-1トレンチ北西法面⑤層下部は，約12.6万年前に堆積したとの結果が得られ，
a.及びb.の結果と整合する。

・原電道路ピット③層中のD3層は，約13万年以前に堆積したとの結果が得られた。
（根拠：第7.4.4.78,79図） 【別紙2：47～49頁】

Ｋ断層の活動性評価

Ｋ断層の上載地層 地層の堆積年代

【結論】
 トレンチ，ピットで確認されたＫ断層に対する上載地層法による活動性

評価結果によれば，Ｋ断層は少なくともMIS6以前に堆積した地層（約
13万年前以前に堆積：③層中のk層及びD3層）に変位・変形を与えて
いない。

 このため，Ｋ断層は将来活動する可能性のある断層等ではない。

D-1トレンチ北西法面：
・D-1トレンチに分布する地層は，花崗斑岩とそれを覆う
第四系からなり，第四系は層相に基づき下位より①層
～③層及 び⑤層～⑨層の地層に区分した。

・③層は⑤層に不整合関係で覆われている。
・③層について礫率，礫径，堆積構造及び色調に着目し
た層相区分を行い，ａ層～ｏ層に区分した。

・Ｋ断層は，③層中のk層に変位・変形を与えていないこ
とを確認した。

（根拠：第7.4.4.104～110図） 【例示：別紙2：51頁】

原電道路ピット及びふげん道路ピット：
・③層をA層～D層に区分した。
・Ｋ断層は，③層中のD3層に変位・変形を与えていない
ことを確認した。

（根拠：第7.4.4.101～103図） 【例示：別紙2：52頁】

：今回補正で新たに追加したデータ

年
代
評
価
結
果
の
整
合

D-1トレンチ 層相区分（第7.4.4.69図）

【別紙１：20～22頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b)ⅰ）ﾛ）Ｋ断層の
活動性評価」

【別紙１：13～16頁】
「7.4.4.2.3(2)c.（b)ⅳ）Ｄ－１
トレンチの調査」

【別紙１：24頁】
「7.4.4.2.3(2)d.（b)調査結果」

＊(9頁)



別紙1-1



別紙1-2



別紙1-3



別紙1-4



別紙1-5



別紙1-6



別紙1-7



別紙1-8



別紙1-9



別紙1-10



別紙1-11



別紙1-12



別紙1-13



別紙1-14



別紙1-15



別紙1-16



別紙1-17



別紙1-18



別紙1-19



別紙1-20



別紙1-21



別紙1-22



別紙1-23



別紙1-24



別紙1-25



別紙1-26



別紙1-27



別紙1-28



別紙1-29



別紙1-30



別紙1-31



別紙1-32



別紙1-33



別紙1-34



別紙1-35



別紙1-36



別紙1-37



別紙1-38



別紙1-39



別紙1-40



別紙1-41



別紙1-42



補正書図面抜粋

１．Ｋ断層の連続性評価
１．１ Ｋ断層の分布及び性状
１．２ Ｋ断層と対象破砕部の連続性評価
１．３ 鉱物脈法に基づく連続性の検討

２．Ｋ断層の活動性評価
２．１ 地層の堆積年代
２．２ Ｋ断層の上載地層

別紙２
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余白
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１．Ｋ断層の連続性評価
１．１ Ｋ断層の分布及び性状

別紙2-3



余白

別紙2-4



K断層

D-1破砕帯

浦底断層

D-1破砕帯

Lカットピット

2-1ピット

西側ピット北部
拡幅部

1-1ピット

擁壁撤去法面

原電道路ピット

ふげん道路ピット

北西法面

北法面

北側ピット

※2-1ピットと北側ピットは
一体となっている

D-1トレンチ入口北側法面

D-1トレンチ入口南側法面

Ｄ－１トレンチ

• Ｄ－１トレンチに分布する地層は，花崗斑岩とそれを覆う第四系からなり，第四系は層相に基づき下位より①層～③層及び⑤層～⑨層の地層に区分した。

第7.4.4.69図 Ｄ－１トレンチ 層相区分

6-7-133
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調査位置図

• Ｋ断層は，Ｄ－１トレンチ北西法面の付近の②層と③層の境界に逆断層変位を与え，北西法面の③層中の鉛直変位量は0.9mであり，Ｄ－１トレンチ北西法面の

上方に向かって変形が主体となっている。
• 断層の変位・変形量を鉛直面に投影した量を「鉛直変位量」と呼称する。

第7.4.4.88図 Ｋ断層 トレンチ調査結果（Ｄ－１トレンチ北西法面付近）法面スケッチ

北西法面（上段）
現場確認：2012年12月

北西法面（下段）
現場確認：2013年6月

観察面

6-7-168
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• Ｋ断層の南方への連続性を追跡，確認した結果，Ｋ断層はふげん道路ピットの中央付近まで連続していることを確認できる。

作成日：2022年3月31日 撮影：2015年10月現場確認：2015年9月

第7.4.4.102図（4） Ｋ断層 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その４）

調査位置図

観察面

6-7-199
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K断層の基盤岩における破砕部性状一覧

• K断層の基盤岩における確認箇所の性状を下記に示す。
• K断層の走向は主としてN-S NNE-SSW方向であるが，Ｄ－１トレンチ１－１ピットの底盤付近において局所的に走向はNW-SE方向となる。傾斜は中 高

角度の西傾斜である。破砕部は熱水変質を伴うカタクレーサイトと断層ガウジからなる。最新活動時の変位センスはいずれの破砕部も逆断層成分が卓越
している。

H24-A-11 N5W 89W 有 80R 逆

H24-E'-2 NS 87W 有 60R 逆，右

H24-E'-1 NS 66W 有 55L 逆，左

Lカットピット N13W 76W 有 80R 逆

H24-E-2 N33W 60SW 有 53R 逆，右

H24-E-1 N21W 71W 有 55R 逆，右

2-1ピット N1W 69W 有 78R 逆

H24-B'-1 N12W 89W 有 55L 逆，左

H24-B'-2 N4E 73W 有 70R -

H24-H-2 N29W 66W 有 75R -

H24-B'-3 NS 84W 有 50L 逆，左

1-1ピット北⾯ N10W 60W 有 86R 逆

1-1ピット底盤1 N66W 76S 有 70L 逆

1-1ピット底盤2 N54E 67E 有 25R 逆，右

1-1ピット底盤3 N74W 68W 有 63L 逆，左

1-1ピット南⾯1 N23W 69W 有 79R 逆

1-1ピット南⾯2 N43W 80W 有 87L 逆

1-1ピット南⾯3 N79W 52W 有 82L 逆

H24-H-6-1 NS 64W 有 61R 逆

H24-H-6 N23W 52W 有 75L 逆

H24-H-9-1 NS 86W 有 60L 逆，左

H27-G-1 - - 有 - -

H27-G-2 - - 有 - -

H27-G-3 - - 有 - -

H27-G-4 - - 有 - -

H27-G-5 - - 有 - -

H27-G-6 - - 有 - -

H24-H-14 N3W 55W 有 50R 逆，右

H24-H-13 N10W 72W 有 50R 逆，右

H27-F-1 N11E 76W 有 70L -

H27-F-5 N12E 81W 有 60L -

変位センス確認箇所 走向 傾斜
断層ガウジ・

断層角礫の有無
条線

－ ：データが得られていないもの

※1：「断層ガウジ・断層角礫の有無」は，断層岩区分
の総合評価の結果を記載している

※2：斜めボーリングの場合は，計測値を補正した値を
記載

※3：ピットでの地質分布と条線の関係から変位センス
を評価した箇所

※1 ※2

※3

※3

※3

※3

※3

※3

第7.4.4.115図 Ｋ断層の基盤岩における破砕部性状一覧

6-7-242
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１．Ｋ断層の連続性評価
１．２ Ｋ断層と対象破砕部の連続性評価

（破砕部性状の比較）

別紙2-9



敷地の破砕部の連続性評価フロー

±20°

起点破砕部

抽出

破砕帯の連続性検討範囲

±20°

起点破砕部

走向・傾斜の差が
±20°以内

走向・傾斜の差が
±20°以上

走向・傾斜の差が
±20°以内

±20°

起点破砕部

走向・傾斜の差が
±20°以内

走向・傾斜の差が
±20°以内

破砕部性状が
類似

破砕部性状が
類似しない

走向・傾斜の差が
±20°以上

破砕部
（直線は走向を示す。）
（矢印は傾斜を示す。）

凡 例

凡 例

起点破砕部

起点破砕部の走向・傾斜から
±20°の範囲の破砕部

上記以外の破砕部

破砕帯の連続性検討範囲
（起点破砕部の走向・傾斜から

±20°の範囲）

凡 例

起点破砕部

起点破砕部と性状等が類似する破砕部

破砕帯の連続性検討範囲
（起点破砕部の走向・傾斜から
±20°の範囲）

上記以外の破砕部

起点破砕部

起点破砕部との走向・傾斜の差が
±20°以内の破砕部

破砕帯の連続性検討範囲
（起点破砕部の走向・傾斜から

±20°の範囲）

上記以外の破砕部

凡 例

幾何学的位置関係

走向・傾斜の類似性

破砕部の性状等の類似性

yes

no

起点破砕部とは連続しない

no

no

yes

起点破砕部とは連続しない

起点破砕部とは連続しない

幾何学的位置関係：
起点破砕部から走向・傾斜±20°の

範囲の破砕部か

走向・傾斜の類似性：
起点破砕部との走向・傾斜

との差が±20°以内か

最新活動で形成された破砕部の性状の類似性：
起点破砕部と対象破砕部の性状が類似しているか

断層ガウジ・断層角礫の有無／明瞭なせん断構造・変形構造の有無／
条線方向／最新活動ゾーンの変位センス

yes

最新活動以前に形成された破砕部の性状等の類似性：
起点破砕部と対象破砕部の性状等が類似しているか

１．起点の破砕部の破砕幅のオーダーが同じである。
２．破砕部の構造的特徴（カタクレーサイト中の構造の特徴）や

周辺岩盤の破砕の影響の程度が起点の破砕部と類似している。
３．熱水変質等の規模や特徴が起点の破砕部と類似している。
４．起点の破砕部との間に他の破砕帯が横断していない。

yes

no

連続性評価開始

• 連続性評価基準の検討結果に基づき，起点とする破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲に位置する破砕部で（幾何学的位置関係），起点の破砕部の走向・傾斜との差が±20°以内の破砕部
（走向・傾斜の類似性）を連続する破砕帯である可能性があるものとして選定する。

• 選定した破砕部のうち，断層ガウジ又は断層角礫の有無，明瞭なせん断構造・変形構造の有無，条線方向及び最新活動ゾーンの変位センス等の最新活動で形成された破砕部の性状や最新
活動以前に形成された破砕部の性状等が起点の破砕部性状と類似するものを，起点の破砕部と連続する破砕部であると判断する。

第7.4.4.32図（1） 連続性評価フロー（その１）起点破砕部と連続する破砕部と判断する。

起点破砕部とは連続しない

6-7-124
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 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が⼀致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，
 最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，
 最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，
 最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似し，かつ，最新活動以前に形成された破砕部の性状等が類似するもの

変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑩ 107.54 109.94 N16E 87W 有 有 - N,RL D-5

① 45.58 45.63 N8W 24 84W 3 有 無 15R LL f-b11-1-1

② 60.36 60.60 N8E 8 84W 3 有 無 62R N,LL D-39

③ 88.93 88.97 N4E 12 81W 6 有 有 60L N,RL 〇 D-5

④ 97.87 99.00 N4E 12 72W 15 有 無 70R N ※3 × 非モデル化

⑤ 143.67 143.77 N8E 8 87E 6 無 - 5L RL 非モデル化
① 71.21 71.24 N12E 4 76W 11 有 無 25L N,RL D-7

② 77.48 78.10 NS 16 79W 8 有 有 20L RL ※１ × f-b11-2-2

③ 80.50 83.93 N9E 7 80W 7 有 有 - N,RL × D-6

① 73.43 73.45 N6E 10 82W 5 有 無 75R N D-38

② 167.53 168.54 N41W 57 69W 18 有 無 23R - f-6-2

断⾯図上
の番号

走向
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜
連続性

検討結果

最新活動以前に
形成された

破砕部の性状等

範囲内

範囲外

範囲内

範囲外

連続性検討
範囲

起点

-

対比する
ボーリング孔

H24-B11-1

H24-B11-2

H19-No.6

最新活動で形成された破砕部の性状
破砕帯範囲

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

破砕帯名
比較対象との

傾斜の差
(°)

最新活動以前に形成された破砕部の性状等の類似性の判断

下記の破砕部の性状について起点破砕部と対象破砕部の性状が類
似しているかを確認する。確認した結果，類似していないと判断した場
合，類似していないと判断した性状に該当する番号を記載する。

※１ 起点の破砕部の破砕幅のオーダーが同じである。
※２ 破砕部の構造的特徴（カタクレーサイト中の構造の特徴）や

周辺岩盤の破砕の影響の程度が起点の破砕部と類似している。
※３ 熱水変質等の規模や特徴が起点の破砕部と類似している。
※４ 起点の破砕部との間に他の破砕帯が横断していない。

連続性評価結果（例）

連続性評価がなされている破砕帯とは
連続しないものと判断（グレーハッチ）。

○：起点の破砕部と連続すると判断した破砕部
×：起点の破砕部と連続しないと判断した破砕部

「断層ガウジ・断層角礫の有無」，「明瞭なせん断・変形構造の有無」の類似性の判断

※ 「カタクレーサイトからなる破砕部」と「断層ガウジ又は断層角礫を伴い，明瞭なせん断構造・変形構造が認め

られる破砕部」の組み合わせ（グレーハッチ）以外については，連続する可能性があるものとする（ブルーハッチ
又はブルー枠）。

「断層ガウジ又は断層角礫を伴い，明瞭なせん断構造・変形構造が認められない破砕部」には，
－ 『「カタクレーサイトからなる破砕部」 が熱水変質作用等によって軟質化した場合』

－ 『「断層ガウジ又は断層角礫を伴う破砕部」が場所的変化によって明瞭なせん断構造・変形構造を呈して
いない場合』

のいずれかの可能性があることから， 「断層ガウジ又は断層角礫を伴い，明瞭なせん断構造・変形構造が認
められない破砕部」はいずれの性状の破砕部とも連続する可能性があると判断する。

断層ガウジ・

断層角礫の

有無

明瞭な

せん断構造・

変形構造の

有無

断層ガウジ・

断層角礫の

有無

明瞭な

せん断構造・

変形構造の

有無

断層ガウジ・

断層角礫の

有無

明瞭な

せん断構造・

変形構造の

有無

起点破砕部 無 － 有 無 有 有

候補とする破砕部 無 － 無 － 無 －

候補とする破砕部 有 無 有 無 有 無

候補とする破砕部 有 有 有 有 有 有

条線方向及び変位センスの類似性の判断

（類似していると判断する場合）
• 起点と当該破砕部の条線方向の差が±45°以内※，かつ

鉛直方向又は水平方向のセンスが同じ場合

• 条線方向が得られておらず，かつ８等分した変位センスが
起点と当該破砕部とで隣り合う場合

（類似していないと判断する場合）
• 起点と当該破砕部の条線方向の差が±45°以上の場合
• 起点と当該破砕部の条線方向の差が±45°以内であるが，

鉛直方向及び水平方向のセンスが逆の場合

N

R

LL N：正断層 N,RL：正断層右ずれ N,LL：正断層左ずれ
RL：右ずれ LL：左ずれ

R：逆断層 R,RL：逆断層右ずれ R,LL：逆断層左ずれ

８等分した変位センス

※ 破砕部の走向・傾斜の変動（平均的な走向・傾斜±20°の範囲）及び過去の広域応力場
の方向の変動（第536回審査会合，資料２，p.61参照）を踏まえて求めた理論的な条線方
向の変動幅に基づき設定

幾何学的位置関係 走向・傾斜の類似性
最新活動で形成された
破砕部の性状の類似性

断層ガウジ・断層角礫の有無は，断層岩区分の総合評価を実施して
いればその結果を記載している。

• 連続性評価基準に基づく検討例を示す。

最新活動以前に形成された
破砕部の性状等の類似性

第7.4.4.32図（2） 連続性評価フロー（その２）
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• 肉眼観察における断層岩区分を断層ガウジ，断層角礫，カタクレーサイト及び変質したカタクレーサイト（カタクレーサイトのうち熱水変質作用を受け軟質化した
もの）に区分した。

• 断層岩区分の実施にあたっては，最新活動ゾーンが狭小な場合や，熱水変質作用の影響により最新活動ゾーンの境界や構造が不明瞭である場合には，ボーリ
ングコアや露頭の観察においては安全側に断層ガウジとして扱い，薄片試料を用いてより詳細に観察した。

肉眼観察での着眼点 断層岩区分

•破砕部内物質が粘土又はシルト主体（細粒部）で軟質
•細粒部に母岩の組織構造が認められない
•断層面に沿って細粒部が直線的に連続する
•せん断構造などが認められる場合もある

断層ガウジ

•断層ガウジの特徴を有する
•断層ガウジに比べて基質が少ない
•断層ガウジに比べて角礫状の岩片が多い

断層角礫

•基質と岩片が固結している
•母岩の組織構造が基本的に乱されていない（原岩組織が認められ
る岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組織を示す）

カタクレーサイト

•破砕部内物質は軟質であるが，母岩の組織構造が認められる
•破砕部内物質が破砕岩片主体

変質したカタクレーサイト

※含まれる細粒部で連続性・直線性に乏しいものは粘土脈と判断した。

※

第7.4.4.24図 断層岩区分の着眼点（肉眼観察）
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• 薄片観察における断層岩区分を断層ガウジ，断層角礫及びカタクレーサイトに区分した。

薄片観察での着眼点 断層岩区分

•基質を構成する粘土鉱物が多い
•粘土状部の分布が連続的・直線的
•岩片の含有量が少なく，含まれる岩片は丸みを帯びていることが多い
•せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配列が認められる場合もある

断層ガウジ

•断層ガウジの特徴を有するが，断層ガウジに比べて基質が少なく，角
礫状の岩片が多い

断層角礫

•下記の（A）と（B）の両方が認められる
（A）断層ガウジの特徴をもたない

•基質を構成する粘土鉱物が少ない
•粘土状部の分布が不連続又は周囲との境界が漸移的
•粘土鉱物の定向配列が認められない

（B）次の特徴のいずれかが認められる
•多様な粒径の角ばった岩片が多い
•粒界を横断する破断面
•ジグソー状の角礫群
•塑性変形した雲母粘土鉱物

カタクレーサイト

連続的：粘土状部が帯状に横断する状態。
直線的：粘土状部が断層面により境され，周囲と明瞭に区分できる状態。
粒界を横断する破断面：岩片を横断するように認められる亀裂のこと。
ジグソー状の角礫群：岩片に多くの亀裂が発達して細かい角礫に分離したもので，角礫は一つの岩片であったことが推測できるもの。

第7.4.4.26図 断層岩区分の着眼点（薄片観察）
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肉眼観察を実施

肉眼観察結果として安全側に断層ガウジとして扱う

カタクレーサイトと
判断

変質したカタクレー
サイトと判断

最新活動ゾーンの硬軟は
どうか？

カタクレーサイトの特徴※1

が認められるか？

肉眼観察

断層ガウジの特徴※2が認
められるか？

薄片観察は可能か？

薄片観察を実施＊

断層角礫の特徴※3

が認められるか？
断層角礫と判断

断層ガウジと判断

安全側に断層ガウジと判断

※1：カタクレ―サイトの特徴
・母岩の組織構造が認められる
・破砕部内物質が破砕岩主体

※2：断層ガウジの特徴
・破砕部内物質が粘土またはシルト主体

（細粒部）で軟質
・細粒部に母岩の組織構造が認められない
・断層面に沿って細粒部が直線的に連続する
・せん断面などが認められる場合もある

※3：断層角礫の特徴
・断層ガウジに比べて基質が少ない
・断層ガウジに比べて角礫状の岩片が多い

Yes

No

硬質

硬質以外

• 肉眼観察による断層岩区分の評価フローを示す。

第7.4.4.27図（1） 断層岩区分の評価フロー（その１）

＊：Ｋ断層の評価においては，変位センスの取得で
作製した薄片試料やカタクレーサイトのデータ
取得で作製した薄片試料も用いて，薄片観察を
実施した。

No

Yes Yes

No

No

Yes
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薄片観察を実施＊

カタクレーサイトと判断

断層ガウジと判断

変質部と判断

断層ガウジの特徴※1

が認められるか？

カタクレーサイトの特徴※3

が認められるか？

断層岩区分の総合評価

ボーリングコアや露頭の観察による断層岩区分と薄片試料の観察による断層岩区分の両方が
得られている場合には，両者の観察から得られた性状に矛盾がないことを確認した上で断層
岩区分の総合評価を行い，断層ガウジ，断層角礫，カタクレーサイト及び変質したカタクレーサ
イトに区分する。

薄片観察

肉眼観察結果

※1：断層ガウジの特徴
・基質を構成する粘土鉱物が多い
・粘土状部の分布が連続的・直線的
・岩片の含有量が少なく，含まれる岩片

は丸みを帯びていることが多い
・せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配

列が認められる場合もある

※2：断層角礫の特徴
・断層ガウジの特徴を有するが，

断層ガウジに比べて基質が少なく，
角礫状の岩片が多い

※3：カタクレーサイトの特徴
・多様な粒径の角ばった岩片が多い
・粒界を横断する破断面
・ジグソー状の角礫群
・塑性変形した雲母粘土鉱物

Yes

• 薄片観察による断層岩区分の評価フローを示す。

第7.4.4.27図（2） 断層岩区分の評価フロー（その２）

断層角礫の特徴※2が
認められるか？

断層角礫と判断

No

＊：Ｋ断層の評価においては，変位センスの取得で
作製した薄片試料やカタクレーサイトのデータ
取得で作製した薄片試料も用いて，薄片観察を
実施した。

Yes

No

Yes

No
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ボーリング柱状図 コア写真

青枠部拡大

49 50

・深度49.20～49.82mの「粘土混じり岩片状」と記載の箇所については，やや硬質で，含まれる細粒部は網目状に分布し，連続性及び直線性に
乏しく，原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組織も認められる。これらのことから変質したカタクレーサイトで
あると判断した。

・深度49.82～49.84mの「粘土状」と記載の箇所については，軟質で，細粒部の連続性及び直線性が良く，原岩組織が認められる岩片を主体と
し基質も細粒化した岩片からなる組織も認められない。これらのことから断層ガウジであると判断した。

・深度49.84～49.91mの「粘土混じり岩片状」と記載の箇所については，やや軟質であるが，含まれる細粒部は網目状に分布し，連続性及び直
線性に乏しく，原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組織も認められる。これらのことから変質したカタクレー
サイトであると判断した。

0 5 cm

連続性及び直線性が良い細粒部

細粒部が網目状に分布する

細粒部が網目状に分布する

凡例

断層ガウジ

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

第7.4.4.249図（1） 破砕部性状 H24-D1-1 深度49.20～49.91m（肉眼観察による断層岩区分）
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薄片作製位置写真 薄片全景写真（単ニコル）

凡例

断層ガウジ 断層面

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

X:条線方向（下向きを正とする）
Z:断層面の法線方向（上盤側を正とする）

X

Z

コア写真

X:条線方向（下向きを正とする）
Z:断層面の法線方向（上盤側を正とする）

薄片作製位置
α

1 cm

49 50

5 cm

・薄片は断層面α及び細粒化が進んだ範囲を含むように作製した。

α

α

凡例
断層面 肉眼観察で相対的に細粒化が進んだ範囲※

※：写真上は白色又は黒色で記載

第7.4.4.249図（2） 破砕部性状 H24-D1-1 深度49.20～49.91m（薄片作製位置）

※断層面αは最新活動面
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・H24-D1-1のボーリングコアから採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動ゾーンの変位センスは，正断層成分が卓越する。
・最新活動ゾーンには，断層ガウジとカタクレーサイトの特徴が認められるが，カタクレーサイトの特徴は，カタクレーサイトが断層ガウジに取り込まれたものと考えら
れることから断層ガウジと判断した。
（断層ガウジ）せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配列が認められる。

（断層ガウジ）基質は粘土鉱物を主体とする。
（断層ガウジ）粘土状部の分布は帯状で直線的である。
岩片は少ない。
（カタクレーサイト）角ばった岩片が多い。

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

※断層面αは最新活動面

第7.4.4.249図（3） 破砕部性状 H24-D1-1 深度49.20～49.91m（変位センス，薄片観察による断層岩区分(1/2)）
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・最新活動ゾーンには，以下の特徴が認められる。
せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配列が認められる。（図2）
基質は粘土鉱物を主体とする。（図2）
粘土状部の分布は帯状で直線的である。（図1）
岩片は少ない。（図2）
角ばった岩片が多い。（図2）

最新活動ゾーン

赤三角の方向は粘土鉱物の配列方向を示す

図2 図2

図1

単ニコル

図1

直交ニコル

単ニコル 直交ニコル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

200  200  

500  500  

第7.4.4.249図（4） 破砕部性状 H24-D1-1 深度49.20～49.91m（変位センス，薄片観察による断層岩区分(2/2)）

破線は帯状で直線的な粘土状部の範囲を示す

6
-
7
-
7
4
0
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(肉眼観察結果 深度49.82m)
• 肉眼観察では，粘土状部は，軟質で，細粒部の連続性及び直線性が良く，原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組

織も認められない。これらのことから断層ガウジであると判断した。

(薄片観察結果)
• 薄片観察では，以下の通り断層ガウジの特徴が認められた。

• せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配列が認められる。
• 基質は粘土鉱物を主体とする。
• 粘土状部の分布は帯状で直線的である。

• 薄片観察では，以下の通りカタクレーサイトの特徴が認められた。
• 角ばった岩片が多い。

最新活動ゾーンには，断層ガウジとカタクレーサイトの特徴が認められるが，カタクレーサイトの特徴は，カタクレーサイトが断層ガウジに取り込まれた
ものと考えられる。
以上より，薄片観察結果では，最新活動ゾーンの細粒部を断層ガウジであると判断した。

(観察位置)
• 薄片試料は，肉眼観察により認定した断層面αに沿って最も細粒化した部分を含み，人為的な試料の乱れの無い部分で作製した。

(総合評価)
当該破砕部については，以下の理由から断層ガウジであると評価した。
• 肉眼観察で確認された粘土状部は，その特徴から断層ガウジであると判断した。
• 薄片観察で確認された最新活動ゾーンの細粒部は，その特徴から断層ガウジであると判断した。

断層ガウジ・
断層角礫の有無

断層ガウジ・
断層角礫の幅[cm]

＊

明瞭なせん断構造・
変形構造

＊

有 1.0 無

＊：断層岩区分の総合評価で断層ガウジ・断層角礫の有無が「有」の場合は肉眼観察結果を記載。
断層岩区分の総合評価で断層ガウジ・断層角礫の有無が「無」の場合は「－」と記載して括弧内に肉眼観察結果を記載。

第7.4.4.249図（5） 破砕部性状 H24-D1-1 深度49.20～49.91m（断層岩区分の総合評価）

※断層面αは最新活動面
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凡 例

Ｋ断層の南方から２号炉原子炉
建屋の間で実施したボーリング

トレンチ

浦底断層（T.P. -15m）

K断層（T.P. -15m）

破砕部

断面位置

断面A’

断
面

B
’

H27-B-3

H27-B-4

H24-D1-5
H24-D1-3

H24-D1-2

H24-D1-4

H24-B14-2

H27-B-1

H27-B-2

H24-D1-1

Ｋ断層

Ｄ－１トレンチ

断面A

断
面

B

凡 例

K断層の連続性評価に追加したボーリング

トレンチ

浦底断層（T.P. -15m）

K断層（T.P. -15m）

破砕部

K断層の連続性に関する従前の説明に用いた
ボーリング

断面位置

H29-ReB14-2

H31-R-2’

H31-R-1

H24-B14-1

Ｋ断層の南方から２号炉原子炉建屋の間で実施したボーリング調査位置図

ボーリング

H○○-
No△△

掘削面

凡 例

凡 例

Ｋ断層の南方から２号炉原子炉
建屋の間で実施したボーリング

トレンチ

浦底断層（T.P. -15m）

K断層（T.P. -15m）

破砕部

断面位置

H24-D1-2

H24-D1-4

H24-D1-3
(投影1.1m)

H27-B-3

断面A-A’
T.P. (m) T.P. (m)

H24-D1-5 (投影8.5m)

H27-B-4

断面B-B’
T.P. (m) T.P. (m)

水平・鉛直比は１：１

１

１

• Ｋ断層はＤ－１トレンチ北西法面からふげん道路ピットの中央付近まで連続している断層であるが，南方の２号炉の耐震重要施設及び重大事故等対処施設の直下に延長する可能性について
も検討した。

• Ｋ断層が南方へ連続する可能性の検討は，敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づき，Ｋ断層の性状に着目して実施した。検討においては，Ｋ断層の南方から２号炉原子炉建屋の間で実施
した14孔のボーリング調査を対象に実施した。

第7.4.4.114図 Ｋ断層の南方から２号炉原子炉建屋の間で実施したボーリング調査位置図

断面A’

断
面

B
’

孔名 孔⼝標⾼(m) 掘進⽅向 掘進角度(°) 掘進⻑(m)
H24-D1-1 20.25 N79°E 45 100
H27-B-1 20.22 S83°E 45 140
H27-B-2 20.11 S65°E 45 160
H24-B14-2 7.06 N45°W 45 150
H29-ReB14-2 7.07 N45°W 45 115
H24-B14-1 20.12 S45°E 45 150
H31-R-2' 6.94 N79°W 45 55
H24-D1-3 6.90 N53°E 45 60
H24-D1-2 6.95 N53°E 60 33
H24-D1-4 6.95 N53°E 45 70
H27-B-3 7.06 N53°E 45 180
H27-B-4 6.95 S37°E 45 140
H24-D1-5 7.03 S37°E 50 54
H31-R-1 7.07 N89°E 50 145

ボーリング仕様

浦底断層

6-7-241
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第7.4.4.117図(2) 敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づくＫ断層の連続性評価（拡大範囲１）
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• Ｋ断層の確認地点の最南部に当たるふげん道路ピットに隣接するH24-D1-1孔のうち，敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づく検討範囲にある破砕部との連続性を検討した。幾何学的位置
関係，走向・傾斜の類似性に加え，最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ又は断層角礫の有無，明瞭なせん断構造・変形構造の有無，条線方向，最新活動ゾーンの変位センス）
の類似性等の複数の観点から対比を行った。

第7.4.4.117図(3) 敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づくＫ断層の連続性評価（a-a'断面）
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

ふげん道路ピット - N5W 67W 有 有 注）２ R K断層

①-1 45.91 45.94 N12W 7 79W 12 無 - 37L N,LL × f-d1-1-1-1

①-2 46.30 46.45 N57E 62 33NW 34 無 - 81R N ×

①-3 47.64 47.75 N1E 6 58W 9 無 - 30R N,LL ×

② 49.20 49.91 N9W 4 74E 39 有 無 90 N ×

③ 53.77 54.54 N22E 27 75E 38 有 無 75R N ×

④ 58.96 59.30 N8E 13 78W 11 有 有 - N ×

⑤ 60.12 60.15 N9E 14 88W 21 有 有 80L N × D-1

比較対象との
傾斜の差

(°)
起点

対比する
ボーリング孔

連続性
検討範囲

断⾯図上
の番号

破砕帯範囲

走向
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜 断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

最新活動で形成された破砕部の性状

連続性
検討結果

破砕帯名

最新活動以前に
形成された

破砕部の性状等
注）１

- H24-D1-1

EL+14.8m

範囲内

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が⼀致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，
 かつ，最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似し，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状等が類似するもの

連続性評価結果

• H24-D1-1孔の破砕部のうち敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づく範囲内に位置する破砕部は，Ｋ断層の性状とは類似していないことから，Ｋ断層と連続しないものと判断した。

＊深度58.96～59.30mの破砕部について，H24-D1-1孔のボーリング柱状図には，ボーリングコアの肉眼観察のみによる観察結果として「破砕部（K断層）」と記載されている。
一方，当該破砕部はN-S走向，西傾斜，ガウジを伴う正断層センスであり，最新活動で形成された破砕部の性状の類似性からK断層ではない（連続しない）と判断した。

＊＊深度60.12～60.15mの破砕部について，H24-D1-1孔のボーリング柱状図には，ボーリングコアの肉眼観察のみによる観察結果として「破砕部（G断層）」と記載されている。
一方，当該破砕部はN-S走向，西傾斜，ガウジを伴う正断層センスであり，最新活動で形成された破砕部の性状や最新活動以前に形成された破砕部の性状等の類似性からD-1破砕帯であると判断した。

注）１ 最新活動以前に形成された破砕部の性状等について起点破砕部と対象破砕部の性状が類似しているかを確認する。
注）２ ふげん道路ピットにおいて，条線は取得できていないため， K断層の性状である高角度条線（67.5L～67.5R）を用いる。
―：データを取得していない箇所

第7.4.4.117図(4) 敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づくＫ断層の連続性評価（H24-D1-1孔の破砕部の性状及び連続性評価結果）

＊

＊＊
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 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が⼀致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°程度の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°程度以内で，
 かつ，最新活動で形成された破砕部の性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似し，かつ，最新活動で形成された破砕部の性状等が類似するもの

• H24-D1-1孔で確認された全ての破砕部は，Ｋ断層の性状とは類似していないことから，Ｋ断層と連続しないことを確認した。

連続性評価結果

起点破砕部から走向・傾斜が±20°の範囲外の破砕部について検討を実施するため，上記囲み内の条件は適用しない。

変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

ふげん道路ピット - N5W 67W 有 有 注）２ R K断層

⑥ 68.84 69.20 N61W 56 83N 30 有 無 7R LL ×

⑦ 78.77 79.19 N4E 9 78E 35 無 - 45R R,RL ×

⑧ 81.20 81.42 N29W 24 79W 12 有 無 0 LL ×

⑨ 89.91 89.95 N23W 18 86E 27 有 無 33L N,RL × D-33

⑩ 90.26 90.84 N53W 48 80NE 33 有 有 75L N × f-d1-1-10

⑪ 91.26 91.52 N31E 36 83SE 30 無 - 75L N × f-d1-1-11

⑫ 93.12 93.24 N11E 16 83E 30 無 - 85L N ×

⑬ 99.68 99.71 NS 5 89W 22 有 無 90 N ×

比較対象との
傾斜の差

(°)
起点

対比する
ボーリング孔

連続性
検討範囲

断⾯図上
の番号

破砕帯範囲

走向
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜 断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

最新活動で形成された破砕部の性状

連続性
検討結果

破砕帯名

最新活動以前に
形成された

破砕部の性状等
注）１

EL+14.8m

範囲外-

注）３ 注）３ 注）３ 注）３

注）１ 最新活動以前に形成された破砕部の性状等について起点破砕部と対象破砕部の性状が類似しているかを確認する。
注）２ ふげん道路ピットにおいて，条線は取得できていないため， K断層の性状である高角度条線（67.5L～67.5R）を用いる。
注）３ 破砕部の走向・傾斜をBHTV画像等から取得できなかったことから，重要施設方向に延長する破砕部（NS89W）と仮定し

た場合のデータを用いて連続性評価を行う。
―：データを取得していない箇所

第7.4.4.118図(2) Ｋ断層と敷地の破砕帯の連続性評価基準に基づく検討範囲外の破砕部との連続性の確認（H24-D1-1孔の破砕部の性状及び連続性の確認）

H24-D1-1
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凡 例

：最新活動面 ：破砕幅
カラーバーが付いていない区間はカタクレーサイトを示す

：断層ガウジ ：断層角礫

※1 断層岩区分の総合評価に基づき記載し，肉眼「有」のうち総合評価「無」となる箇所は「－」を記載
※2 斜めボーリングの場合は，計測値を補正した値を記載
※3 卓越しない成分については「－」を記載（両成分「－」は薄片観察を行っていない箇所）
-（上記以外）：データを取得していない箇所

第7.4.4.412図（1） 破砕部性状一覧（H24-D1-1）
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凡 例

：最新活動面 ：破砕幅
カラーバーが付いていない区間はカタクレーサイトを示す

：断層ガウジ ：断層角礫

※1 断層岩区分の総合評価に基づき記載し，肉眼「有」のうち総合評価「無」となる箇所は「－」を記載
※2 斜めボーリングの場合は，計測値を補正した値を記載
※3 卓越しない成分については「－」を記載（両成分「－」は薄片観察を行っていない箇所）
-（上記以外）：データを取得していない箇所

第7.4.4.412図（2） 破砕部性状一覧（H24-D1-1）
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１．Ｋ断層の連続性評価
１．３ 鉱物脈法に基づく連続性の検討

（最新活動時期の比較）

別紙2-28



※1 栗本他（1999）(5)「敦賀地域の地質」による黒雲母花崗岩の黒雲母のK-Ar年代測定値62.9±3.1Ma，
当社実施の花崗岩類のK-Ar年代測定値 64.2±3.2Ma～66.6±3.3Ma

※2 当社実施の江若花崗岩中や破砕帯に見られる粘土細脈のK-Ar年代測定値51.0±1.2Ma～58.1±1.4Ma
※3 当社実施のドレライトのK-Ar年代測定値21.1±1.1Ma
※4 当社実施のドレライト中の粘土細脈に含まれる粘土鉱物のK-Ar年代測定値18.9±2.3Ma
※5 竹内（2010）(192)より引用

70 65 60 55 50 45            40           35           30           25            20           15           10            5           0 (Ma)

背弧海盆の
短縮・分化

インバージョン背弧海盆の形成・拡大リフティング

フィリピン海プレートの沈み込み

日本海拡大

「日本地質学会編(2009)(191)：日本地方地質誌 5 [近畿地方]」を抜粋・編集

イザナギプレー
トの沈み込み

領家花崗岩類の火成活動，中央構造線の

左ずれによる南北伸張

太平洋プレートの沈み込み

日本海盆・

大和海盆など

古第三紀暁新世 新第三紀中新世白亜紀後期
新第三紀
鮮新世

第四紀古第三紀始新世 古第三紀漸新世

背弧海盆の形成 伸張･右横ずれ運動
短縮・左横
ずれ運動

短縮運動

日本海
（九州～朝
鮮半島間）

当社による追記箇所

敷地周辺の白亜紀後期～現在の地質構造発達史

ドレライトの貫入
21Ma※3

江若花崗岩の形成
67Ma～64Ma※1

• 江若花崗岩，ドレライト及びこれらに見られる変質部に関する分析の結果は，若狭湾周辺に第四紀火山が存在しないなど，ドレライトの貫入時期
（約21Ma）以降の熱水活動は見られないとされている地史と矛盾していないことを確認した。

日本海底拡大期
28Ma～18Ma※5

熱水変質作用
58Ma～51Ma ※2

南北圧縮
15Ma～5Ma※5

東西圧縮
5Ma～1Ma※5

北西-南東圧縮
0.5Ma～※5

第7.4.4.13図 熱水変質の時期の検討

熱水変質作用
19Ma ※4
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最新活動面の認定方法

最新活動面の認定について

露頭観察
ボーリングコア観察

断層面α，断層面β，・・・を選定

ＣＴ画像観察

断層面α，断層面β，・・・を三次元的に解析

条線観察（室内）

薄片観察※１

最新活動ゾーン，最新活動面※２を認定

※１ 以下の場合，研磨片観察を行い，断層面の認定に活用する。
・断層面が複数あり薄片を複数作成・観察する場合
・薄片観察範囲（2×3cm）の周囲の性状・構造を確認する場合 等

※２ 最新活動ゾーンに最新活動面以外に連続的なY面が認められる場合には，薄片観察で
そのY面についての性状観察を行う。

最新活動面認定にあたっての判断指標

露頭観察
ボーリングコア観察

・他の構造に切られていない
・細粒化が進んだゾーン
・直線性・連続性が相対的に富む

ＣＴ画像観察
・三次元的に他の構造に切られていない
・ＣＴ値（密度）の相対的に小さいゾーン
・三次元的に直線性・連続性が相対的に富む

薄片観察
・他の構造に切られていない
・分帯し，最も細粒化が進んだゾーン（最新活動ゾーン）を伴う面
・直線性・連続性が相対的に富む面

＊ 研磨片観察
・他の構造に切られていない
・細粒化が進んだゾーン
・直線性・連続性が相対的に富む

• 最新活動面の認定は，露頭やボーリングコアの肉眼観察，CT画像観察，薄片観察等に基づき，巨視的観察から微視的観察にかけて順に行った。

巨視的観察

微視的観察

第7.4.4.34図 破砕部の最新活動面の認定方法

6-7-126
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凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

0 5 cm

断層面

凡例

βα

・ボーリングコア観察において，深度45.92mに断層面αが，深度45.94mに断層面βが認められる。
・断層面αは，細粒部を伴い，湾曲及び凹凸がやや認められるが直線性に富む。また，不連続部が認められず，連続性に富む。
・断層面βは，細粒部を伴い，湾曲及び凹凸がやや認められるが直線性に富む。また，不連続部が認められず，連続性に富む。

コア写真

45 46

ボーリング柱状図

湾曲及び凹凸がやや認められるが，不連続部は認
められない

湾曲及び凹凸がやや認められるが，不連続部は認め
られない

0 10 cm

第7.4.4.121図(1) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（ボーリングコア観察）
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・CT画像観察において，ボーリングコア観察の結果と同様に断層面α及び断層面βが認められる。
・断層面αは三次元的に他の構造に切られておらず，周囲よりも密度の高い箇所の境界を呈し，湾曲及び凹凸が認められ，直線性に乏
しいが不連続部が認められず連続性に富む。

・断層面βは三次元的に他の構造に切られておらず，面は一部開口するが湾曲及び凹凸が少なく直線性に富み，不連続部が認められ
ず連続性に富む。

ボーリングコアCT画像

5 cm

b） c）

a）

b）

c）

β

β β

α

α

密度の高い部分の幅が膨縮し，分岐する

α

湾曲及び凹凸が認められるが，不連続部は
認められず連続性に富む

コア横断面

CT画像のスライス位置図
a)～c)は水平断面

下面

上面

断層面

凡例

境界面が不明瞭である

湾曲及び凹凸が少なく，不連続部が
認められない

a）

第7.4.4.121図(2) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（CT画像観察）
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・研磨片観察において，CT画像観察の結果と同様に断層面α及び断層面βが認められる。
・断層面αは他の構造に切られておらず，細粒部の両端の境界面に不明瞭な部分が認められ，凹凸が相対的に多く，直線性に乏しいが，
不連続部が認められず連続性に富む。
・断層面βは他の構造に切られておらず，細粒部を伴い，湾曲及び凹凸が比較的少なく，不連続部が認められず，相対的に直線性・連
続性に富む。
・ボーリングコア観察，CT画像観察，研磨片観察より，細粒部を伴い，最も直線的な深度45.94mの断層面βを検討対象の断層面とした。

研磨片写真

5 cm

βα

細粒部の両端の境界面に不明瞭な
部分が認められ，凹凸が相対的に多い

細粒部を伴い，湾曲及び凹凸が少なく，不連続部が認められない

断層面

凡例

孔口側 孔底側

第7.4.4.121図(3) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（研磨片観察）
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X

Z薄片作製位置写真 薄片全景写真（単ニコル）

凡例
断層面

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

凡例

断層面
※：写真上は白色又は黒色で記載

X:条線方向（下向きを正とする）
Z:断層面の法線方向（上盤側を正とする）

コア写真

1 cm

45 46

5 cm

X

Z

X:条線方向（下向きを正とする）
Z:断層面の法線方向（上盤側を正とする）

薄片作製位置

β

・薄片は断層面β及び細粒化が進んだ範囲を含むように作製した。

肉眼観察で相対的に細粒化が進んだ範囲※

β

β

第7.4.4.248図（13） 破砕部性状 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（薄片作製位置）

※断層面βは最新活動面

6
-
7
-
7
2
0
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最新活動ゾーン

①②③

・①のゾーンは，粘土鉱物の量は少なく，粘土鉱物の定向配列は認められない。岩片は多く，角ばっている岩片が多い。
・②のゾーンは，粘土鉱物の量は少ないが，③のゾーンより多い。粘土鉱物の定向配列は認められない。岩片は③のゾーンよりやや多く
角ばっている岩片が多い。
・③のゾーンは，粘土鉱物の量は少なく，粘土鉱物の定向配列は認められない。岩片は少なく，④より丸みを帯びた岩片が多い。
・④のゾーンは，粘土鉱物は認められない。岩片は多く，角ばっている岩片が多い。
・⑤のゾーンは，健岩部である。
以上のことから，細粒化が最も進んだ②のゾーンを最新活動ゾーンと認定した。

④⑤

①
②

③
④

⑤

直交ニコル 全景写真

単ニコル 全景写真

凡例

ゾーンの境界※

※：写真上は白色又は黒色で記載

1cm 1cm

X（37°L）

Z（W）

①②③④⑤

①
②

③
④

⑤

第7.4.4.121図(4) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（分帯）
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1cm
直交ニコル 全景写真

最新活動
ゾーン

最新活動
ゾーン

直交ニコル 全景写真
1cm

・深度45.94mにおける断層面β沿いの最新活動ゾーンでは，他の構造に切られていないY面Aが認められる。その分布を以下に示す。
・Y面Aは直線性に富み，連続性に富む。
・Y面Aのみが認められることから，Y面Aを最新活動面と認定した。

※Y面は確実に認定できる部分のみを記載しており，
割れ目や不明瞭箇所では記載していない

X（37°L）

Z（W）

最新活動ゾーン※

Y面A

凡例

※

第7.4.4.121図(5) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（最新活動面の認定）
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200  

・図１の範囲において，最新活動面付近では粘土鉱物が分布し，最新活動面を不明瞭かつ不連続にし，横断している。横断箇所には
せん断面や引きずりなどの変形構造，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。
・上記のことから，最新活動後に最新活動面に沿って熱水が浸透し，最新活動面を不明瞭かつ不連続にし，横断していると考えられる。

図１

直交ニコル

最新活動ゾーン

1cm

最新活動後に熱水変質作用を受け，それ以降破砕部は活動していないと判断される。

※写真上下の赤線は最新活動ゾーンを示す

※桃色破線部は粘土鉱物優勢な細粒部の分布を示す

拡大

直交ニコル

最新活動ゾーン

100  

拡大

直交ニコル

最新活動ゾーン

100  

最新活動面

凡例

第7.4.4.121図(6) 鉱物脈法 鉱物脈の確認 H24-D1-1 深度45.91～45.94m（鉱物脈）
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・最新活動ゾーンは，基質のSiO2及びAl2O3 がやや多く， K2Oがやや少なく，Na2Oが少ないゾーンとして比較的明瞭に認識される。
・最新活動面を横断するようにSiO2が多く， K2O及びAl2O3が少ないレンズ状の範囲（図中の黄色破線）が認められる。

薄片写真（直交ニコル） EPMAマッピング（SiO2） EPMAマッピング（Al2O3）

EPMAマッピング（CaO） EPMAマッピング（K2O）EPMAマッピング（Na2O）

拡大範囲

断層ガウジ全体

拡大①

・最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物について，薄片を作成したチップを用いて，EPMA分析を行った。
・破砕部のEPMAマッピングにより，最新活動ゾーンと最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物の主成分組成を比較する。

薄片チップの位置

10mm
10mm

※EPMAは薄片ではなくチップで実施。

凡例

最新活動面
のトレース

分帯境界（白破線）

粘土鉱物の分布境界

第7.4.4.122図(1) 鉱物脈法 EPMAマッピング H24-D1-1 深度45.91～45.94m（その１）
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・最新活動ゾーンは基質のSiO2及びAl2O3 がやや多く， K2Oがやや少なく， Na2Oが少ないゾーンとして認識される。
・最新活動面を挟んで，右側はSiO2が多く， Al2O3 及びNa2Oがわずかに多く， K2Oがわずかに少ない。
・最新活動面を横断するように， SiO2がわずかに多く， Al2O3及びK2Oがわずかに少ない脈状の構造（図中の黄色破線）が認められる。

薄片写真（直交ニコル） EPMAマッピング（SiO2） EPMAマッピング（Al2O3）

EPMAマッピング（CaO） EPMAマッピング（K2O）EPMAマッピング（Na2O）

拡大範囲

・最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物について，薄片を作成したチップを用いて，EPMA分析を行った。
・破砕部のEPMAマッピングにより，最新活動ゾーンと最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物の主成分組成を比較する。

薄片チップの位置

1mm1mm

拡大②

※EPMAは薄片ではなくチップで実施。

凡例

最新活動面
のトレース

分帯境界（白破線）

第7.4.4.122図(2) 鉱物脈法 EPMAマッピング H24-D1-1 深度45.91～45.94m（その２）
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・鉱物脈状に化学組成の特徴は認められない。
・岩片を除くと，基質に明瞭な差が認められない。

薄片写真（直交ニコル） EPMAマッピング（SiO2） EPMAマッピング（Al2O3）

EPMAマッピング（CaO） EPMAマッピング（K2O）EPMAマッピング（Na2O）

100μm
100μm 100μm

100μm100μm100μm

凡例

最新活動面
のトレース

粘土鉱物の
分布境界

第7.4.4.122図(3) 鉱物脈法 EPMAマッピング H24-D1-1 深度45.91～45.94m（その３）

・最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物について，薄片を作成したチップを用いて，EPMA分析を行った。
・破砕部のEPMAマッピングにより，最新活動ゾーンと最新活動面を不明瞭かつ不連続にしている粘土鉱物の主成分組成を比較する。
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不定方位

EG
水簸

Sme Kln

Qz

Qz

Qz Qz

H24-D1-1 45.94mのチャート
水簸及びEG処理を施した試料の回折パターンは見やすくするため
不定方位の回折パターンの上方にずらして表示した。

2000

1500

1000

500

0
5.0 10 15 20 25 35 40

強
度
(C
ou
nt
s)

回折角（2θ°）

300.0

記号凡例
Sme：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Qz：石英
Pl：斜長石
Kfs：カリ長石

Kfs

Pl

Qz

Qz
Kfs

Pl

Kfs Qz Qz

新鮮な花崗斑岩のチャート

2000

1500

1000

500

0
5.0 10 15 20 25 35 40

強
度
(C
ou
nt
s)

回折角（2θ°）

300.0

Kfs

• H24-D1-1孔 深度45.94mを最新活動面とする破砕部の断層ガウジから採取した試料と新鮮な花崗斑岩の鉱物組成を比較した。
• H24-D1-1孔 深度45.94mの破砕部は新鮮な花崗斑岩に比べ斜長石やカリ長石の割合が小さくなっている。一方，わずかにスメク
タイトとカオリナイトが認められる。
•井上（2003）(177)によれば， H24-D1-1孔 深度45.94mの破砕部は熱水変質作用を受けていると推定される。

試料採取位置

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

緑
泥
石

石

英

斜
長
石

カ
リ
長
石

花崗斑岩
新鮮部

H20-④-3 66.90～66.92m （(・)） ((・)) ◎ ◎ ◎

破砕部
断層ガウジ

H24-D1-1 45.94m (・) ((・)) ◎ △ △

X線粉末回折結果（基本は不定方位分析の回折強度を使用）

H20-④-3 66.90～66.92m
(不定方位)

凡例 ◎：多量 〇：中量 △：少量 ・：微量 （・）：極微量 ((・))：極微量で，定方位測定時のみピークを確認

第7.4.4.123図 鉱物脈法 XRD分析 H24-D1-1 深度45.91～45.94m
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２．Ｋ断層の活動性評価
２．１ 地層の堆積年代
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K断層

D-1破砕帯

浦底断層

D-1破砕帯

Lカットピット

2-1ピット

西側ピット北部
拡幅部

1-1ピット

擁壁撤去法面

原電道路ピット

ふげん道路ピット

北西法面

北法面

北側ピット

※2-1ピットと北側ピットは
一体となっている

D-1トレンチ入口北側法面

D-1トレンチ入口南側法面

Ｄ－１トレンチ

• Ｄ－１トレンチに分布する地層は，花崗斑岩とそれを覆う第四系からなり，第四系は層相に基づき下位より①層～③層及び⑤層～⑨層の地層に区分した。

第7.4.4.69図 Ｄ－１トレンチ 層相区分

6-7-133
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• Ｄ－１トレンチに分布する地層は，花崗斑岩とそれを覆う第四系からなり，第四系は層相に基づき下位より①層～⑨層の地
層に区分した。

（凡例）

※④層の区分は設けていない。

色調 層相 テフラ分析 花粉分析
土壌分析 放射性炭素〔１４Ｃ〕

年代測定
OSL年代測定 堆積年代

土壌分類 遊離酸化鉄分析

褐～にぶい黄褐
礫混じり砂質シルトからなる。⑧層とは平行不整合

関係で接する。
― ― ― ― ― ― MIS２以降

褐～黄橙
シルト質砂を基質とする砂礫からなり，一部に成層

構造もみられる。下位の⑦層とは平行不整合関係で
接する。

姶良Tnテフラ（AT）の降灰
層準を含む
（約30～28ka） ― ― ― ― ―

MIS３と
MIS２の境

界付近

褐～褐灰
礫混じり砂質シルト～礫混じりシルト質砂からなる。

山地斜面では下位層とは平行不整合関係で，低地
では下位層を削剥した不整合関係で接する。

大山倉吉テフラ（DKP）の
降灰層準を含む
（約59～58ka）

― ― ― ―

57±4ka

MIS４～３

灰～暗灰
腐植質砂質シルト～シルト質砂からなり，木片を多

く含む。⑤層上部と整合関係で接する。
― ― ― ―

測定限界を超え
ていた（53,960年
前より古い）

―
MIS５a～

５b

灰白～浅黄橙
シルト質砂礫主体で，シルト層～シルト質砂層が不

連続に層状を呈し，腐植質シルトを含む。緩い西側
傾斜で一定の層厚を示す。

鬼界葛原テフラ（K-Tz）の
降灰層準を含む
（約95ka）

温暖期の花粉を含む

― ― ―

109±3ka

MIS５c

灰白～浅黄橙

シルト質砂礫主体で，シルト層～シルト質砂層が不
連続に層状を呈し，腐植質シルトを含む。北法面の
東方に向かって層厚が厚くなる。③層とは不整合関
係で接する。

美浜テフラ（Mh）の降灰層
準を含む（約127ka）

温暖期の花粉を含む

― ― ―

126±5ka

MIS５e

浅黄橙～橙

砂礫主体で，シルト層やシルト質砂層を層状からレ
ンズ状に挟在し，チャネルによる削り込みが複数認
められる。③層は，Ｄ－１トレンチ北西法面では下位
の②層及び①層とは不整合関係で接し，原電道路
ピットから南方では②層とは顕著な不整合関係は認
められない。

最上部には土壌化した地層が認められ，Ｄ－１トレ
ンチ北西法面から北法面にかけて広く分布している。

― ―

土壌生成で
発達したB
層に対応

活性度は0.1より
小さく，結晶化指
数は0.7程度以上
であり大きく風化
が進行している

―

133±9ka
より古い

MIS６以前

にぶい橙～灰白

くさり礫を多く含む塊状で締まった砂質シルト～砂
及びシルトと砂の互層からなり，一部には腐植質シ
ルトを含む。下位の①層との境界は凹凸しているが
大きな浸食は認められない。

―

温暖期の花粉を含む

― ― ― ―

にぶい赤褐～明黄褐
よく締まった淘汰の悪い砂礫からなり，くさり礫を多

く含む。
― ― ― ― ― ―

：整合境界

：平行不整合境界

：不整合境界

―：当該の分析又は測定を実
施しなかったもの，目的とした
情報が得られなかったもの

第7.4.4.3表 Ｄ－１トレンチの地質層序表
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＊ ：3/3000粒子以上を示す

DKP 降灰層準

K-Tz 降灰層準

Mh 降灰層準

テフラ凡例

• ⑤層下部に産出するテフラについては，テフラの通常分析，重鉱物濃集分析の結果によれば，普通角閃石，斜方輝石等からなる。

• また，これらの鉱物の主成分分析等の結果によれば，美浜テフラ及び後述する明神沖テフラ（ＭＩＳ5eの高海面期に降灰）からなる。

• ⑤層下部中の美浜テフラの普通角閃石には検出量のピークが認められ，このピークは全てのテフラ分析測線で確認されている。

• また，このピークは同一層準（礫混じりシルト質砂）中に認められる。

• さらに，このピークは，鬼界葛原テフラや大山倉吉テフラの層位関係と逆転していない。

• これらのことから，⑤層下部において美浜テフラの降灰層準を認定することができる。

⑤層上部・下部境界

第7.4.4.80図（2） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その２）

調査位置図

観察面

測線Ｂ

Ｋ-Tz→

 ＤＫＰ

 ＤＫＰ
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● ：花粉分析用試料採取位置

P4P3
P1
P2

P3

P4

10%

P2

P1

• ⑤層下部は，花粉分析結果によれば，針葉樹のマツ属，スギ属が優勢であり，他に広葉樹のコナラ属アカガシ亜属を含むことから比較的温暖な気候と判断した。

第7.4.4.85図 Ｄ－１トレンチ 花粉分析結果（⑤層）

K断層

D-1破砕帯

浦底断層

D-1破砕帯
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• OSL年代測定用の試料採取位置を下図に示す。

• OSL年代測定はＤ－１トレンチ北西法面の⑤層下部中のMhテフラの降灰層準付近，Ｄ－１トレンチ北西法面の⑤層上部中のK-Tzテフラの降灰層準付近及びＤ－１

トレンチ北西法面の⑦層中のDKPテフラの降灰層準付近で実施した。

写真 スケッチ作成範囲

写真 スケッチ作成範囲写真 スケッチ作成範囲

北西法面
：OSL試料採取位置

①DKPテフラ降灰層準付近（⑦層）

③Mhテフラ降灰層準付近（⑤層下部）②K-Tzテフラ降灰層準付近（⑤層上部）

①

②

③

スケッチ

観察面

調査位置図

・礫混じりシルト質砂からなり，褐灰色を呈する砂質シルト層を挟
む。緩く西に傾斜する堆積構造が見られる。

・礫混じり砂質シルト～シルト質砂からなり，南側に傾斜し
た層状構造が見られる。上位ほどやや腐植質である。

細礫が多い
礫混じりシルト質砂

礫混じり砂質シルト

礫が少ない

砂質シルト

礫混じりシルト質砂

第7.4.4.78図（1）Ｄ－１トレンチ OSL年代測定 試料採取位置（その１）

現場確認：2023年6月

撮影：2023年6月

撮影：2023年6月
撮影：2023年6月

スケッチ
現場確認：2023年6月

弱く層理が見られる

堆積構造が不明瞭

堆積構造が不明瞭

礫が少ない堆積構造が
不明瞭なシルト質砂層

：OSL試料採取箇所

スケッチ

礫が少ない

礫が多い

現場確認：2023年6月

・礫混じりシルト質砂からなり，下部の礫が少ない部分にはシルトの薄層を
多く挟む。南側に傾斜した堆積構造が見られる。堆積構造と斜交して酸化
汚染のバンドが見られる。

現場確認：2012年12月
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原電道路ピット東向き法面

←T.P.
19.4m⑧層

⑦層

D3 C3 C2
A

B

D1

D2
C1

②層

A
③層

→NWSE←

T.P.15.6m →

• OSL年代測定用の試料採取位置を下図に示す。

• OSL年代測定は原電道路ピット東向き法面の③層中のD3層で実施した。

写真 スケッチ作成範囲

④原電道路ピット（③層D3層）

④

調査位置図

観察面

第7.4.4.78図（2）Ｄ－１トレンチ OSL年代測定 試料採取位置（その２）

撮影：2023年6月

OSL試料採取箇所

スケッチ

斜交葉理が明瞭

現場確認：2023年6月

礫径が大きい砂礫

礫径が小さい礫質砂層

・砂礫からなり，間に礫径が小さい礫質砂層を挟む。礫質砂層中
には南東側に傾斜した斜交葉理が明瞭に見られる。

現場確認：2014年4月
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• OSL年代測定結果を下表に示す。
• 林崎（2022）(189)によれば, pIR200IR290法においてg2days値が小さい場合，フェーディング※１補正は必要ないとしており，今回のg2days値はいずれも0.04±0.56～

1.16±1.12（％/decade）と小さい値であることから，補正は不要と判断した。
• Ｄ－１トレンチ北西法面で実施したOSL年代測定結果は，テフラ分析の結果と整合的である。
• 原電道路ピット東向き法面で実施したOSL年代測定結果は，OSL信号が飽和しており③層の堆積年代は133±9kaより古いことを示している。

OSL年代測定用試料採取箇所 等価線量
（Gy）

g2days値
（％/decade）

年間線量
（mGy/year）

年代値
(ka)

飽和年代
（ka）

テフラの降灰年代

① 北西法面 ⑦層（DKP降灰層準） 333.5±20.7 0.91±2.18 5.83±0.15 57.2±3.8 142.0±5.6 約5.8～5.9万年前

② 北西法面 ⑤層上部（K-Tz降灰層準） 738.4±14.4 0.04±0.56 6.76±0.16 109.3±3.3 181.9±4.9 約9.5万年前

③ 北西法面 ⑤層下部（Mh降灰層準） 793.5±21.1 0.21±0.55 6.29±0.15 126.2±4.6 204.7±5.9 約12.7万年前

④ 原電道路ピット
東向き法面

③層（D3層） 1051.4±90.8 1.16±1.12 7.01±0.16 150.0±13.4※２ 133.2±8.9※２

－

※１ フェーディングは長石のOSL信号強度が時間とともに減衰する現象。フェーディング補正の有無の判断には，48時間あたりのOSL信号強度の減衰率g2days値（％/decade）が用いられる。

※２ OSL信号が飽和しており， 133.2±8.9kaより古い

第7.4.4.79図 Ｄ－１トレンチ OSL年代測定結果
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２．Ｋ断層の活動性評価
２．２ Ｋ断層の上載地層
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①：f : N25° E58°W     ④：ﾁｬﾈﾙの壁 N87° W42°S
②: f : N20° E63°W     ⑤: ﾁｬﾈﾙの壁 N33° W46°W
③: f : N22° E57°W     ⑥: 堆積構造 N69° E16°S

f: せん断層

• Ｋ断層は，Ｄ－１トレンチ北西法面では，ＭＩＳ６以前に堆積したm層の下位の地層であるｋ層に変位・変形を与えていない。
• Ｋ断層は，③層中のｊ層までの地層に変位や変形を与えており，ｊ層中の腐植層や砂礫層の層理は東へ傾斜している。

• 撓曲変形を含めたｊ層基底の鉛直変位量は0.6m以上である。

• 一方，ｊ層直上のｋ層は，下位のｊ層を傾斜不整合関係で覆っており，ｋ層の基底及びｋ層中の砂層はほぼ水平である。

現場確認：2012年12月 第7.4.4.105図 Ｋ断層 トレンチ調査結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）法面スケッチ
調査位置図

観察面
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D3：砂礫
明褐色～橙色を呈する。礫率は20%程度であり，径10～40mm
の風化した亜角～亜円礫を含む。基質はシルト質砂からなる。
下位ほど礫率が高い。Ｋ断層を不整合で覆う。

C3：礫混じりシルト質砂
褐色を呈する礫率が20%程度と高い地層に明褐色を呈する
礫率が10%程度と低い地層を挟む互層状を呈する。
径10～100mm程度の風化した亜角～亜円礫を含む。基質は
シルト質砂からなる。

C1：礫・シルト混じり砂
明褐色を呈する。礫率は15%程度であり，径5～30mmの風化
した亜角～亜円礫を含む。基質はシルト混じり砂からなる。
C3より細粒で互層状を呈する。

写真（拡大１）及びスケッチ

ふげん道路ピット東法面（上段）

拡大１

D3

C3

C3

C1

C1

詳細スケッチ範囲

Ｋ断層
50cm0

C1

C1

NW← →SE NW← →SE

D3

C3

C3

Ｋ断層 25cm0

C1

NW← →SE

2m0
調査位置図

5m0

A

A

B

C2
D1 D2

D3

C3

C1

②層

⑦層

⑧層

③層 →ＳＥＮＷ←

Ｔ．Ｐ．17.2ｍ→

Ｔ．Ｐ．19.4ｍ→

• ふげん道路ピット東法面において認められたＫ断層は，②層及び③層中のＣ層までの地層に変位・変形を与えているが，その直上に分布する③層中のＤ３層の基底
には，原電道路ピット東向き法面と同様，Ｋ断層による変位・変形は及んでおらず，Ｄ３層は下位のＣ層とは明瞭な傾斜不整合関係で接している。

5cm

5cm

5cm

第7.4.4.102図（3） Ｋ断層 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その３）

撮影：2015年9月

現場確認：2015年9月

現場確認：2013年4月

観察面
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